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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期
第２四半期
連結累計期間

第63期
第２四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自  平成23年２月１日

至  平成23年７月31日

自  平成24年２月１日

至  平成24年７月31日

自  平成23年２月１日

至  平成24年１月31日

売上高 （百万円） 11,200 11,130 21,263

経常利益 （百万円） 122 264 79

四半期純利益又は当期純損失
（△）

（百万円） 133 145 △36

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 111 178 △82

純資産額 （百万円） 11,193 11,135 10,957

総資産額 （百万円） 21,534 20,802 20,871

１株当たり四半期純利益金額
又は当期純損失金額（△）

（円） 6.24 6.83 △1.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 51.9 53.5 52.4

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 584 470 765

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △133 △245 △291

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 193 △143 170

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（百万円） 3,609 3,689 3,609

　

回次
第62期
第２四半期
連結会計期間

第63期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年５月１日

至  平成23年７月31日

自  平成24年５月１日

至  平成24年７月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

（円） △0.19 3.63

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第62期第２四半期連結累計期間及び第63

期第２四半期連結累計期間については潜在株式がなく、第62期については１株当たり当期純損失であり、ま

た、潜在株式がないため、記載しておりません。

４  第62期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生はありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要などによる堅調な国内需

要を背景に緩やかな回復基調にあるものの、欧州債務問題や長引く円高の影響などもあり、依然として先

行き不透明な状況で推移いたしました。

当業界におきましては、大震災以降落ち込んでいた普通通常郵便物やメール便の総利用通数が前年実

績を上回りましたが、原紙価格の上昇もあり、当社を取り巻く環境は引き続き厳しい状況で推移いたしま

した。

このような情勢のもと、当社グループは「直販営業の強化」、「事業規模に見合った生産・営業体制の

確立」、「高品質の追求および新商品・新サービスへの挑戦」を基本方針に、お客様に満足いただける商

品やサービスの開発・提供によるイムラブランドの確立ならびに収益力の強化に努めてまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は111億30百万円（前年同期比0.6％減）、営業利益は２

億６百万円（前年同期比348.0％増）、経常利益は２億64百万円（前年同期比115.4％増）、また、特別損

失に投資有価証券評価損67百万円を計上したことなどにより、四半期純利益は１億45百万円（前年同期

比9.4％増）となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（封筒事業）

販売価格は前年実績を僅かに上回りましたが、前期に発生した官公庁関連需要の反動に加え、官公庁か

らの案内用封筒のハガキ化などにより販売数量が減少し、売上高は90億15百万円（前年同期比1.0％減）

となりました。損益面では、原紙価格の上昇がありましたが、労務人件費を中心に固定費の圧縮に努めた

結果、営業利益は２億20百万円（前年同期比69.6％増）となりました。
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（メーリングサービス事業）

前期に発生した官公庁関連需要の反動や競争激化に加え、一部のお客様における発注部門の集約に伴

う需要減もあり、売上高は11億22百万円（前年同期比9.2％減）、営業損失は33百万円（前年同期は営業

損失49百万円）となりました。

　

（その他）

情報システム事業において、ネットワーク工事の受注や自治体向けスポット需要などが寄与し、売上高

は９億92百万円（前年同期比15.5％増）、営業利益は18百万円（前年同期は営業損失37百万円）となり

ました。

　

(2)　財政状態の分析

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ69百万円減少して208億２百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金や受取手形及び売掛金などの流動資産が増加した一方で、有形固

定資産などの固定資産が減少したことによるものであります。

　

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ２億47百万円減少して96億66百万円

となりました。これは主に、有利子負債が減少したことなどによるものであります。

　

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ１億78百万円増加して111億35百万

円となりました。これは主に、利益剰余金の増加によるものであります。

なお、自己資本比率は53.5％となりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ80百万円増加して36億89百万円（前年同期比2.2％増）となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の収入は４億70百万円（前年同期比19.6％減）となりました。これは主に、資金の

増加要因として税金等調整前四半期純利益１億89百万円、減価償却費３億31百万円、投資有価証券評価損

67百万円、たな卸資産の減少額56百万円、資金の減少要因として売上債権の増加額１億20百万円、長期未

払金の減少額１億25百万円などによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の支出は２億45百万円（前年同期は１億33百万円の支出）となりました。これは

主に、有形固定資産の取得による支出２億32百万円などによるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の支出は１億43百万円（前年同期は１億93百万円の収入）となりました。これは

主に、長期借入金の純減少額１億52百万円などによるものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）の事業上及び財務上

の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当社の研究開発活動は、既存の設備、製品の改良にかかる経常的な活動であるため、研究開発費の金額

は記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社イムラ封筒(E00688)

四半期報告書

 5/20



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 76,000,000

計 76,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成24年７月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年９月11日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 21,458,740 21,458,740

東京証券取引所
（市場第二部）
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株
であります。

計 21,458,740 21,458,740－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(百万円)

資本金残高

 

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成24年５月１日～
平成24年７月31日

― 21,458,740 ― 1,197 ― 1,363
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(6) 【大株主の状況】

平成24年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

イムラ封筒社員持株会 大阪市中央区内本町二丁目１番13号 1,981 9.23

井村　達男 奈良県葛城市 870 4.05

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１－１－５ 837 3.90

井村　優 奈良県橿原市 795 3.70

有限会社ケイ・アンド・アイ　
コーポレーション

奈良県葛城市柿本198 770 3.59

井村　守宏 奈良県葛城市 754 3.51

有限会社アイ・エム興産 奈良県葛城市柿本147 717 3.34

井村　美和 奈良県橿原市 560 2.60

井村　光一 奈良県葛城市 536 2.49

井村　美保子 奈良県葛城市 469 2.18

計 － 8,291 38.63

　

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成24年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 101,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,341,00021,341 －

単元未満株式 普通株式 16,740 － －

発行済株式総数 　 21,458,740－ －

総株主の議決権 　 － 21,341 －

(注)１ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権1個）含まれ

ております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式533株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成24年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社イムラ封筒
大阪市中央区内本町
二丁目１番13号

101,000 － 101,000 0.47

計 － 101,000 － 101,000 0.47

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年５月１

日から平成24年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年２月１日から平成24年７月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,770 3,864

受取手形及び売掛金 3,577 ※2
 3,700

電子記録債権 0 4

商品及び製品 437 455

仕掛品 230 212

原材料及び貯蔵品 533 476

その他 1,424 1,464

貸倒引当金 △18 △8

流動資産合計 9,956 10,170

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,879 1,826

機械装置及び運搬具（純額） 1,875 1,857

土地 4,303 4,303

その他（純額） 313 273

有形固定資産合計 8,372 8,260

無形固定資産

その他 71 64

無形固定資産合計 71 64

投資その他の資産

投資有価証券 1,352 1,346

その他 1,138 971

貸倒引当金 △19 △12

投資その他の資産合計 2,471 2,305

固定資産合計 10,915 10,631

資産合計 20,871 20,802

EDINET提出書類

株式会社イムラ封筒(E00688)

四半期報告書

 9/20



(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,994 2,992

短期借入金 1,700 1,720

1年内返済予定の長期借入金 842 768

未払法人税等 36 27

賞与引当金 252 252

資産除去債務 － 4

その他 1,060 1,095

流動負債合計 6,886 6,861

固定負債

長期借入金 1,528 1,449

退職給付引当金 107 96

役員退職慰労引当金 411 425

資産除去債務 98 96

その他 882 736

固定負債合計 3,027 2,804

負債合計 9,914 9,666

純資産の部

株主資本

資本金 1,197 1,197

資本剰余金 1,363 1,363

利益剰余金 8,369 8,515

自己株式 △25 △25

株主資本合計 10,905 11,050

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 41 79

その他の包括利益累計額合計 41 79

少数株主持分 10 5

純資産合計 10,957 11,135

負債純資産合計 20,871 20,802
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
　至 平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

売上高 11,200 11,130

売上原価 8,886 8,800

売上総利益 2,314 2,329

販売費及び一般管理費 ※1
 2,268

※1
 2,123

営業利益 45 206

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 21 20

貸倒引当金戻入額 － 12

助成金収入 26 18

その他 52 29

営業外収益合計 102 82

営業外費用

支払利息 20 17

デリバティブ評価損 0 －

その他 5 5

営業外費用合計 25 23

経常利益 122 264

特別利益

固定資産売却益 － 0

貸倒引当金戻入額 3 －

ゴルフ会員権売却益 2 －

確定拠出年金移行差益 186 －

特別利益合計 192 0

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 11 7

投資有価証券評価損 － 67

災害による損失 18 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 83 －

特別損失合計 113 75

税金等調整前四半期純利益 201 189

法人税、住民税及び事業税 16 12

法人税等調整額 56 36

法人税等合計 73 48

少数株主損益調整前四半期純利益 128 140

少数株主損失（△） △4 △4

四半期純利益 133 145
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
　至 平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 128 140

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16 37

その他の包括利益合計 △16 37

四半期包括利益 111 178

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 116 183

少数株主に係る四半期包括利益 △4 △4
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
　至 平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 201 189

減価償却費 349 331

のれん償却額 － 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 83 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15 △17

賞与引当金の増減額（△は減少） △15 △0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △853 △10

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4 13

受取利息及び受取配当金 △23 △22

デリバティブ評価損益（△は益） 0 △1

投資有価証券評価損益（△は益） － 67

支払利息 20 17

固定資産除却損 11 7

売上債権の増減額（△は増加） △13 △120

たな卸資産の増減額（△は増加） 34 56

仕入債務の増減額（△は減少） 245 △1

長期未払金の増減額（△は減少） 709 △125

その他 △128 97

小計 610 485

利息及び配当金の受取額 22 22

利息の支払額 △20 △17

法人税等の還付額 8 7

法人税等の支払額 △36 △26

営業活動によるキャッシュ・フロー 584 470

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △148 △232

有形固定資産の売却による収入 － 0

無形固定資産の取得による支出 △42 △1

投資有価証券の取得による支出 △0 △1

投資有価証券の償還による収入 0 1

貸付けによる支出 △0 △0

貸付金の回収による収入 0 0

定期預金の増減額（△は増加） △5 △5

信託受益権の増減額（△は増加） 11 2

敷金及び保証金の回収による収入 47 0

その他 3 △10

投資活動によるキャッシュ・フロー △133 △245
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
　至 平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △235 20

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △9 △11

長期借入れによる収入 1,100 320

長期借入金の返済による支出 △619 △472

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △42 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 193 △143

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 644 80

現金及び現金同等物の期首残高 2,964 3,609

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,609

※1
 3,689
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【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年２月１日  至  平成24年７月31日)

（有形固定資産の減価償却の方法）

法人税法の改正（「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律

　平成23年12月２日　法律第114号」及び「法人税法施行令の一部を改正する政令　平成23年12月２日　政令第379

号」）に伴い、平成24年４月１日以後取得の有形固定資産の減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に

変更しております。

この変更による損益に与える影響は軽微であります。また、セグメント情報に与える影響につきましても記載を省

略しております。

 

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成24年２月１日　至　平成24年７月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  偶発債務

下記の会社に対して、手形債権売却に伴う買戻し義務があります。

　
前連結会計年度
(平成24年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

ファンタスティック・ファンディン
グ・コーポレーション

251百万円
ファンタスティック・ファンディン
グ・コーポレーション

262百万円

　

※２  手形割引高

　

　
前連結会計年度
(平成24年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

受取手形割引高 －百万円 5百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日
  至  平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年２月１日
  至  平成24年７月31日)

給与 840百万円 822百万円

賞与引当金繰入額 149百万円 102百万円

退職給付費用 86百万円 81百万円

役員退職慰労引当金繰入額 14百万円 13百万円

貸倒引当金繰入額 1百万円 2百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成23年２月１日

　至　平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成24年２月１日

　至　平成24年７月31日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成23年７月31日現在）

現金及び預金 3,766百万円

預入期間が３か月を超
える定期性預金

△157百万円

現金及び現金同等物 3,609百万円

 

　（平成24年７月31日現在）

現金及び預金 3,864百万円

預入期間が３か月を超
える定期性預金

△175百万円

現金及び現金同等物 3,689百万円

 
　 　

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自  平成23年２月１日  至  平成23年７月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月27日
定時株主総会

普通株式 42 2.00平成23年１月31日 平成23年４月28日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年９月９日
取締役会

普通株式 42 2.00平成23年７月31日 平成23年10月７日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成24年２月１日  至  平成24年７月31日）

１  配当金支払額

　　該当事項はありません。

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自  平成23年２月１日  至  平成23年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

封筒事業
メーリング　
サービス　　事

業
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,103 1,23610,34085911,200 － 11,200

  セグメント間の内部売上高又
は振替高

242 － 242 76 318 △318 －

計 9,345 1,23610,58293611,518△318 11,200

セグメント利益又は損失（△） 130 △49 81 △37 43 2 45

(注) １  その他には、以下の事業が含まれております。

コンピュータ及び周辺機器類の販売、ソフトウエアの開発

医療機関用印刷物の製造販売及び医療機関用諸物品の販売

不織布製の封筒・造園資材等の製造販売並びに機械部品等の輸出入

機械器具の自動制御装置及び電子回路の設計製造販売

２  セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自  平成24年２月１日  至  平成24年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

封筒事業
メーリング　
サービス　　事

業
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,015 1,12210,13899211,130 － 11,130

  セグメント間の内部売上高又
は振替高

41 0 41 84 125 △125 －

計 9,056 1,12210,1791,07611,256△125 11,130

セグメント利益又は損失（△） 220 △33 187 18 206 △0 206

(注) １  その他には、以下の事業が含まれております。

コンピュータ及び周辺機器類の販売、ソフトウエアの開発

医療機関用印刷物の製造販売及び医療機関用諸物品の販売

不織布製の封筒・造園資材等の製造販売並びに機械部品等の輸出入

機械器具の自動制御装置及び電子回路の設計製造販売

２  セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日
  至  平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年２月１日
  至  平成24年７月31日)

１株当たり四半期純利益金額 6円24銭 6円83銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 133 145

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 133 145

普通株式の期中平均株式数(株) 21,357,622 21,357,207

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２４年９月７日

株式会社イムラ封筒

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐 々 木　　健　  次　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    市    裕    之　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社イムラ封筒の平成２４年２月１日から平成２５年１月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会
計期間（平成２４年５月１日から平成２４年７月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２４年２
月１日から平成２４年７月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半
期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半
期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イムラ封筒及び連結子会社の平成２
４年７月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社イムラ封筒(E00688)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	会計方針の変更等
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

